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「公害旗びらき」に若者代表招く！

気候危機・原発被害の「スピーチ」
公害・地球懇事務局次長 清水 瀞

恒例の公害団体合同「旗びらき」が1月10日、四

谷・プラザエフで開かれ130名が参加した。全国各

地の公害被害者団体代表が勢揃いし、国会議員・

各界代表の熱い激励をうけ、「公害・薬害そして

気候危機」をかかげる第45回公害総行動(6月3～4

日)を成功させる決意を固めた。

「気候危機」を訴える若者の行動が世界を大き

く動かしているなかで、若者と共に“公害総行動

の新たな前進”に取り組もうと、高橋英恵さん

(FoEjapanスタッフ)・鴨下全生さん(原発被害東京

訴訟の原告)の二人の若者代表をこの「旗びらき」

に招き、気候危機・原発被害を訴える「スピー

チ」をうけた。

鴨下さんは昨年11月のローマ教皇来日の際、3・

11被災者代表の一人として原発被害の「スピー

チ」をおこない、教皇とハグする姿が発信され世

界の注目を集めた。

高橋さんは昨年12月のCOP25に参加した報告をお

こない、「未来のための金曜日行動」(Ｆraidays

Ｆor Ｆutue)の活動を紹介した。このなかで、

「私たちには社会を変える力があるということを

今日までつないできてくださったみなさん(公害被

害者)と共に、これからの10年、”希望の連鎖反応

“を起こしていきたい」とスピーチしました。

2030年までの10年が人類の未来を決める！

―ＣＯＰ２５の結果と課題―
地球環境市民会議（CASA）専務理事 早川光俊

昨年12月、スペインのマドリードで、気候変動

枠組条約第25回締約国会議（COP25）が開催されま

した。

2015年のCOP21で合意されたパリ協定は、いよい

よ今年2020年から始動します。パリ協定は、先進

国だけでなく、途上国を含めたすべての国が削減

目標や削減行動を持ち、工業化（1850年頃）以前

からの平均気温の上昇を2℃未満に維持することを

目的とし、1.5℃未満に抑制することを努力目標と

しています。

しかし、現在の各国の削減目標を積み上げても、

1.5℃未満はもちろん、2℃未満にも遠く及ばない

ことが明らかになっています。

そのためCOP25は，各国に対し、現在国連に提出

している排出削減目標を引き上げを促す明確なシ

グナルを発信することができるかどうかが最大の

課題でした。同時に、2018年のCOP24において、パ

リ協定の実施ルールの大枠は合意されましたが、

合意できずCOP25に先送りになっていた、「市場メ

カニズム」、「各国の削減目標の共通の期間」、

「透明性報告フォーマット」などのルールに合意

することも課題になっていました。
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COP25の評価

COP25決定書には、「現在の削減目標とパリ協定

の目標との間の大きなギャップを埋めることの緊

急性を、重大な関心をもって再度強調する」とか、

「目標を引き上げる緊急性を強 調する」などの

表現はありますが、その表現は極めて弱く、削減

目標の引き上げに対する明確なシグナルを発信す

ることができませんでした。こうした結果になっ

てしまったのは、中国、アメリカ、インド、ロシ

ア、日本などの、温室効果ガスの5大排出国が、目

標の引き上げに消極的な態度を崩さなかったから

です。エスピノーサ条約事務長は、「温室効果ガ

スの多排出国が、削減目標を引き上げる明確なシ

グナルを発せず、2020年の削減目標の再提出に向

けて、目標を引き上げる意思を示さなかった」と

し、グテーレス国連事務総長は、「失望した。国

際社会は削減目標を引き上げる重要な機会を逃し

た」とツィートしています。

また、COP25に先送りになっていたパリ協定の実

施ルールについては、合意ができず、今年11月に

イギリスのグラスゴーで開催されるにCOP26に先送

りになってしまいました。ただ、これらの実施

ルールについては、合意できないとパリ協定が実

施できないという性格のものではなく、「市場メ

カニズム」などで「抜け穴」になるようなルール

で合意するより、慎重に議論を重ね、実質的に温

室効果ガスが削減できるルールに合意することが

重要です。

さらに、小島しょ国などの途上国が重視してい

た「損失と損害」についても、ワルシャワでの

COP19で設置された、「損失と損害に関するワル

シャワ国際メカニズム（WIM）」に、新たに技術的

支援を行う「サンティアゴ・ネットワーク」を設

置することは合意されましたが、途上国が強く求

めていた「新たで追加的な資金メカニズム」につ

いては合意できず、資金の拡大を呼びかけるにと

どまっています。

＊「損失と損害」とは、気候変動の影響に「適

応」しても発生してしまう損失や被害にどう対応

するかという問題でパリ協定の第8条に規定されて

います。

日本は二度の化石賞

日本は、2050年温室効果ガス実質排出ゼロも、

削減目標の引き上げも、国内の石炭火力のフェー

ズアウト（漸減）や海外の石炭火力への資金供与

の停止も約束できず、世界から大きな非難を浴び、

１回目は、梶山経産大臣の「国内も含めて、石炭

火力、化石燃料の発電所というものは選択肢とし

て残しておきたい」との日本国内での発言に対し、

２回目は小泉環境大臣がCOP25でのスピーチで、脱

石炭も約束できず、削減目標の引き上げについて

は言及しなかったことに贈られました。小泉環境

大臣は、しきりに日本国内でも対策が進んでいる

とアピールしていましたが、日本政府は、石炭火

力についての現在の政策を抜本的に変えない限り、

何をしても、何を言っても、受け入れられないこ

とを自覚すべきです。

活発に活動した世界の若者たち

COP25には、これまでのCOPと比べても、多くの

若者が参加し、活発に活動していました。COP25は

まさに「若者のCOP」だったと言ってよいと思いま

す。なかでもグレタ・トゥーンベリさんの存在感

は圧倒的でした

グレタさんが始めた「気候のための学校ストラ

イキ」は、世界の若者の共感と支持を得て、昨年

９月の第３回「世界統一ストライキ」には、日本

を含む185カ国で760万人以上の市民が参加したと

されています。

COP25会期中の12月6日（金）にマドリードで行わ

れた「気候マーチ」には50万人が参加しました。

COP25で、グレタさんは、「気候危機に立ち向かう

よりも、大人たちはこのCOP25で“抜け穴作り”に

熱心だ」、「変化は政府や企業からはもたらされ

ない。変化をもたらすのは⼈々であり、⼈々が希

望です。」と発言していましたが、まさに正鵠を

得ていると思います。

取り組みに後ろ向きな日本は二度も化石賞を贈られた。
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2030年までの10年が人類の未来を決める

世界中で異常気象・異常事態が頻発しています。

昨年9月に発生したオーストラリアの森林火災は、

東京都面積の50倍以上の1000万ヘクタールを焼き

つくし、28人が死亡し、コアラやカンガルーなど

の野生動物は10億匹が死んだと報道されています。

昨年9月には、瞬間最大風速秒速98ｍという、カリ

ブ海で発生するハリケーンとしても史上最強のハ

リケーン「ドリアン」がバハマを襲っています。

サイクロンが発生しても大型化しないと言われて

いたアラビア海で、昨年は立て続けにスーパーサ

イクロンが発生しています。

日本も例外ではなく、昨年9月には瞬間風速57.5ｍ

の台風15号が房総半島を遅い、10月の台風19号は

各地で観測史上最高の降水量を記録し、71河川、

140カ所の堤防が決壊しました。これらの異常気象

に「気候変動」が関わっていることは明らかです。

まさに、「気候危機」です。

いよいよパリ協定が実施の段階に入ります。グ

レタさんは、2020年からの10年が「私たちの未来

を決める10年」だと言います。日本を含め各国が、

この10年にパリ協定の目的に沿った行動をするか

どうかに、人類の未来がかかっています。

日本の「グローバル気候マーチ」とこれから
国際環境NGO FoE Japan 高橋英恵(はなえ)

こんばんは。FoE Japanの高橋です。本日は公害・

地球懇より「若者としての2020年への意気込みを」

とのお誘いいただきました。

私自身、普段はFoE Japanのスタッフとして、横須

賀石炭火力発電所新設の中止を求める運動、気候正

義の普及啓発、国際気候変動交渉の現場を市民に届

ける等の気候変動問題に取り組んでいます。また、昨

年は、若者の気候変動運動である「Fridays For 

Future（以下、未来のための金曜日）」のサポートに携

わっていました。

私自身は「未来のための金曜日」の運営メンバー

ではありませんが、今日はこの場をお借りして、「未

来のための金曜日」を紹介すると同時に、2019年の

活動を通じて思ったことをお伝えしたいと思います。

2019年は、世界各地で猛暑や森林火災、大雨・洪水が

起こった年となりました。7月にはフランスやパキスタ

ンでは記録的な熱波、9月はアマゾンやインドネシア

での森林火災、10月には日本でも連続して上陸した

巨大台風によって大きな被害がありました。

年々脅威を増す気候変動はもはや「気候危機」と

表現されています。にもかかわらず、なぜ大人たち

はすぐに行動しないのか。そう訴え、2018年8月にス

ウェーデンの高校生グレタ・トゥーンベリさんが、たっ

た一人でスウェーデン国会前で座り込みを始めまし

た。その行動は世界中の若者を動かし、「未来のため

の金曜日」と呼ばれる運動に発展しています。

日本でも2019年2月、グレタの行動や世界の「未来

のための金曜日」の動きに共鳴した学生が、国会前

で気候正義を訴えました。これを契機に日本では3

月、5月、9月、11月に、世界の仲間と共にグローバル

気候マーチを開催。開催を重ねる毎に参加者は増え、

国連気候行動サミットの直前に開催された9月20日

のアクションは、全世代に参加が呼び掛けられたこと

もあり、世界全体では185カ国400万人、日本では全

国27箇所約5000人もの市民が参加。

「気候は変えずに自分が変わろう」「私たちの地球の

代わりはない」等のメッセージを書いたプラカードを

持ち、道行く人々に「気候変動に意識を向けよう、皆

で行動を起こしていこう」と訴えました。

また、グローバル気候マーチに参加した人々の多

くが「デモのイメージが変わった」「また参加したい」

と言っていました。世界からみると日本ではデモへ

の参加者数はまだまだ少ないという意見もみられる

ものの、市民運動のイメージを大きく変えたことは、

日本において非常な大きな意義と言えます。
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市民運動に新たな風を送りつつある「未来のため

の金曜日」ですが、彼らは自分たちの訴えを実現さ

せるために、マーチの運営に留まらない、今までと

異なる運動のあり方を模索中です。しかし、彼らの活

動の今後を決めるのは、「未来のための金曜日」自

身ではなく、彼らの活動を目にした私たちです。声を

上げ始めた若者が訴えるように、気候危機への解決

策は、多国籍企業等の利益や経済成長を優先する社

会から、自然やともに生きる人々を中心にすえた持

続可能で民主的な社会への抜本的な変革です彼ら

の活動はその変革へのスイッチといえますし、「私た

ちには社会を変える力がある」と多くの人々に希望

をもたらしています。

私たちがすべきことは、「未来のための金曜日」が

企画したマーチに参加することだけではありません。

この変革が止まらぬよう、気候危機について身近な

人と話し、自分たちに何ができるかを共に考え行動

に移し、彼らがもたらした「私たちには社会を変える

力がある」という希望の連鎖反応を起こすことが求

められています。 これからの10年をいかに過ごす

かが未来を左右するところに、私達はいます。こ

の場に来て、私は、皆様は「私たちには社会を変

える力がある」という想いを今日までつないでき

てくださったのだと感じました。

これからの10年、「私たちには社会を変える力

がある」という希望の連鎖反応を、共に起こして

いきましょう。

改めて、本日はありがとうございました。

(2020年公害団体合同旗びらきでのスピーチ)

Fridays for Future(未来のための金曜日)って？
エネルギー問題研究者 佐川清隆

2019年は、気候変動をめぐる若者を中心とした

運動がかつてなく盛り上がった１年となりました。

その中心は、やはりグレタさんたちが始めた

Fridays For Future（フライデー・フォー・

フューチャー、未来のための金曜日）でしょう。

既にご存知の方も多いと思いますが、今回は

Fridays For Futureの世界と日本の取り組みを紹

介したいと思います。

Fridays For Futureは、2018年8月当時15歳だっ

たグレタ・トゥンベリさんらによる３週間のス

ウェーデン議会前座り込みに端を発し、またたく

間に世界中に広がった抗議行動です。その目的は、

気候危機に対するより強い対策を訴えることです。

彼女ら／彼らは分かりやすく、かつ力のこもった

言葉で、自分たちの世代の問題として気候危機の

深刻さを訴えています。

彼らの１つの特徴は、世界中の取り組みをつな

げながら、その広がりをリアルタイムに発信して

いることだと思います。図1は公式ホームページに

+のイベントの世界的な広がりが示されています

(2020/1/12時点)。上からみると、現在までに228

か国、6900都市でのべ83000回のイベントに1300万

人が参加しています。これまで参加した国や都市

がリスト化されているだけでなく、今後の行動も

世界地図上で見られるようになっています。

日本では、Fridays for Futureは東京・名古

屋・京都・大阪・神戸・広島・福岡など、都市ご

とに形成されています。COP25直前の11月29日のグ

ローバル気候マーチでは、25都道府県で28の企画

が行われ、2024人が参加しました。
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図１．　世界の取り組みの統計（Fridays For Future公式ホームページから、

https://www.fridaysforfuture.org/statistics/graph）

図２．　世界中の行動を示すマップ（Fridays For Future公式ホームページから、
https://www.fridaysforfuture.org/statistics/map）
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ローマ法王と全生くんを繋いだ岩田さん
公害・地球懇常任幹事 吉川 方章

岩田さんと私は福島原発被害者訴訟支援東京・首

都圏連絡会の共同代表世話人として裁判支援など

の活動をしています。氏は、市民によるグループ「き

らきら星ネット」を立ち上げ、福島原発被害者支援や

ホームレスへの炊き出しなど多様なとりくみをされ

ています。

昨年３月、福島原発被害東京訴訟原告の鴨下全生

君とバチカンに同行し，ローマ法王への謁見、１１月の

法王来日の際の全生君の発言に貢献されました。

その後ローマ法王は平和・核・貧困・原発等につい

て発言、国内外に大きなインパクトを与えました。
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きらきら星ネットは2011年の東日本大震災以来、

福島原発事故被害で東京周辺に避難している家族

のサポートをしてきました。震災の年に旧赤坂プ

リンスホテルに多くの避難者がいて、近くにある

聖イグナチオ教会の信徒が中心になって立ち上げ

たグループです。一方フランシスコ教皇は初めて

南米から選ばれた教皇でまたイエズス会出身で初

めて教皇になった方で、ご自身の誕生日にホーム

レスの方と食事を共にすることなどいつも苦しん

でいる人、悲しんでいる方に目を向けている教皇

です。聖イグナチオ教会の隣接にはイエズス会日

本管区がありレンゾ・デ・ルカ管区長は教皇のア

ルゼンチン時代の弟子で、教皇来日中には終始教

皇に通訳を兼ねて付き添いお世話をしていたので

テレビでもいつも一緒に写っていました。私たち

は彼にいろいろ相談に乗ってもらっています。以

上のことが今年のバチカンでの謁見や教皇来日時

の再会への背景になったのだと思います。

私たちの避難者のサポートも最近は個別の悩み

をお聞きすることが主になっている中で、2018年

10月に鴨下全生君(高校生)の家族と食事をした時

に「親友にすら福島出身であることを隠し、本当

の自分を見せられないことが苦しくて心が壊れそ

うだ」ということを聞いて、直観的にフランシス

コ教皇の優しい顔が浮かんで、レンゾ・デ・ルカ

管区長に相談して、バチカン大使館経由で教皇に

手紙を出しました。そしてその手紙が教皇の目に

留まり2019年3月20日に鴨下家族ときらきら星ネッ

トスタッフは教皇謁見が実現し直接お話すること

が出来ました。

そして私たちが帰国してまもなく秋に教皇が来

日することが非公式ながら話されていました。

それからの私のミッションは教皇が来日されたと

きには教皇と鴨下全生君が再会することが全生君

にとっても嬉しいことですし、教皇様も本当に嬉

しいことなになるのではと強く思い、その実現を

願わずにはいられませんでした。非公式ながら7月

22日に「教皇様と被災者の集い」を計画している

が3人の被災者に証言をしてもらいたい。その一人

として鴨下君に打診があり彼は苦労して必死に証

言文を書き上げ8月20日までに届けました。このこ

とはバチカンルールで誰が何を証言するかは公表

することはできず、良い取材はしてもらいたいし

発表できないしマスコミの必死な事前取材攻勢の

対応に本当に苦労しました。そして11月25日「教

皇と被災者のつどい」の1週間前に突然、全生君の

証言文の一部を削除して欲しいとバチカン国務省

から要請がありました。下記の文章が全生君の全

文で下線した部分が削除要請があった箇所です。

バチカン国務省が日本の内政干渉への配慮で忖度

したものと思われます。

日本のカトリックの中でも原文通り発表すべき

との意見もあって最終的には勇気をもって原文通

りに発表することになりました。この「教皇様と

被災者の集い」が教皇が帰国途中機中で記者たち

に「完全に安全が確保できていない原発は使用す

べきではない」と語った要因になったと思われま

す。

【2019年11月25日

「教皇様と被災者の集い：鴨下全生の証言文】↓

「 親愛なるパパ様

僕は福島県いわき市に生まれました。

8歳のときに原発事故が起きて、被曝を逃れるため

に東京に避難しました。でも父は、母に僕らを託

して、福島へ戻りました。 父は教師で、僕らの他

にも守るべき生徒たちがいたからです。母は、僕

と3歳の弟を連れて、慣れぬ地を転々としながら避

難を続けました。

「フランシスコ教皇ときらきら星ネット」
福島原発被害者訴訟支援東京・首都圏連絡会共同代表世話人

きらきら星ネット 岩田鐵夫
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広島高裁、四国電力伊方原発差止決定

山口県の住民が四国電力伊方原発３号の運転差

し止めを求めていた仮処分申し立てで、広島高裁

（森一岳裁判長）は、運転差し止めを命じる決定

をした。決定の効力は、山口地裁岩国支部の差止

訴訟の判決まで。

決定は、地震のリスク評価について、原発から

約600mの中央構造線断層帯について活断層の可能

性を否定できないとした。また火山のリスク評価

について、阿蘇山の噴火に関し、発生する火山灰

などは四国電力が想定した3〜5倍になる。またい

ずれも四国電力の主張を認めた原子力規制委員会

の判断も不合理だとした。

経済産業省の審議会で、太陽光全量買い取りを廃

止する案、意見募集中

経済産業省の総合資源エネルギー調査会は、大

型太陽光を入札制にするのに続き、小型太陽光は

全量買取をやめ自家消費中心にすることなどの制

度改正案を示し、意見募集を行っている。

東海第二原発県民投票の請求始まる

日本原子力発電東海第二原発（運転開始から40

年超）の再稼働の是非を問う県民投票について、

住民投票条例制定を茨城県知事に直接請求する署

名集めが始まった。署名を集めるのは茨城県内の

市民団体「いばらき原発県民投票の会」。住民投

票は有権者の2%以上約5万人の署名で直接請求で

き、その後県議会で可決されれば条例制定、住民

投票実現となる。

原発施設維持・安全対策などに2013年以降13兆円

支出

マスコミの共同通信の調べで、原発新基準導入

の2013年以降の原発の施設維持費、安全対策費、

廃炉費用あわせて13兆円の支出があることが明ら

かになった。

九州電力、松浦石炭火力2号機運転開始

九州電力は、松浦石炭火力2号機の運転を開始

した。設備容量は100万kW、CO2排出量は年間470万

トンで、新型LNG火力の2.5倍。

日本ではこの他にも石炭火力発電所建設計画が

あるが、多くの先進国で石炭火力は全廃目標が決

められている。

日本経済新聞(2019/11/26 )より

弟は布団にもぐって泣きました。 僕は避難先でい

じめにも遭い、死にたいと思う程つらい日々が続

きました。

やがて父も、心と体がボロボロになり、仕事を

やめました。 それでも避難できた僕らは、まだ幸

せなのだと思います。 国は、避難住宅の提供さえ

も打ち切りました。 僕は必死に残留しているけど、

多くの人がやむなく汚染した土地に戻っていきま

した。 でも広く東日本に降り注いだ放射性物質は、

8年経った今も放射線を放っています。汚染された

大地や森が元通りになるには、僕の寿命の何倍も

の歳月が必要です。だからそこで生きていく僕た

ちに、大人達は、汚染も被曝も、これから起きる

可能性のある被害も、隠さず伝える責任があると

思います。 嘘をついたまま、認めないまま、先に

死なないで欲しいのです。

原発は国策です。そのためそれを維持したい政

府によって、賠償額や避難区域の線引きが決めら

れ、被害者の間に分断が生じました。

傷ついた人同士が、互いに隣人を憎み合うように

仕向けられてしまいました。

僕たちの苦しみは、とても伝えきれません。

だから教皇様、どうか共に祈ってください。

僕たちが互いの痛みに気付き、再び隣人を愛せる

ように。 残酷な現実であっても、目を背けない勇

気が与えられるように。 力を持つ人たちに、悔い

改めの勇気が与えられる様に。 皆でこの被害を乗

り越えていけるように。 そして、僕らの未来から

被曝の脅威をなくすため、世界中の人が動き出せ

る様に、どうか共に祈って下さい。 」
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公害・地球懇 活動日誌
12月

1日(日)～2日(月)

◇公害総行動「箱根合宿」

(清水・吉川・小松参加)

3日(火)◇原発生業訴訟「控訴審」

7日(土)◇川崎公害根絶市民連絡会「総会」

9日(月)◇eシフト定例会合

10日(火)◇原発群馬訴訟の「国の主張」

に対する「抗議声明・記者会見」

◇原発被害訴訟の全面解決をめざす

「2・2つどい」実行委員会

17日(火)◇原発山形訴訟の「不当判決」

(国の責任を否定)

◇「原発と人権」ネット

(3・28プレシンポ開催企画を検討)

18日(水)◇JNEP常任幹事会

★ストップ温暖化！出前講座の

継続的な開催と核兵器廃絶・

気候危機「原水禁世界大会・

ニューヨーク行動」

の取り組みについて検討。

20日(金)◇原発かながわ訴訟「控訴審」

(第1回)

24日(火)◇原訴連拡大役員会

(「2・2つどい」の準備)

25日(水)◇公害総行動埼玉連絡会「交流会」

◇原発さいたま訴訟(さいたま地裁)

26日(木)◇「西順司さん偲ぶ会」

2020年1月7日(火)

◇東京地評「旗びらき」

(橋本・清水・吉川参加)

1月10日(金)

◇全労連「旗びらき」(橋本参加)

◇公害団体「合同旗びらき」

「今後（２～４月）の主な予定」
2月2日(日)

◇原発被害訴者訴訟の全面解決を

めざす「2・2つどい」

(13:00～16:00千代田区立日比谷

図書館コンベンションホール)

4日(火)◇原発群馬訴訟「控訴審」

(14:00東京高裁)

6日(木)◇公害総行動「埼玉交流会」

～公害総行動「埼玉オルグ」

８日(土)◇川崎公害患者会

「新春のつどい」

12日(水)～13日(木)

◇公害総行動「第一次統一オルグ」

20日(木)◇原発生業訴訟「控訴審結審」

29日(金)◇原発千葉訴訟「控訴審」

３月7日(土)◇原発をなくす「全国集会」

(13:00～日比谷野外音楽堂)

12日(木)◇原発被害者訴訟「仙台高裁決」

(14:00判決言渡し)

13日(金)◇「過去の病？

水俣病とカネミ油症」

(18:30～としま区民センター)

19日(木)◇原発被害者訴訟の全面解決を

めざす「3・19院内集会」

「東電前行動／東電交渉」

20日(祝)◇さよなら原発「全国集会 」

(12:00～亀戸中央公園)

28日(土)◇プレシンポ

「原発時事故から１０年目をむかえて

- 核エネルギーと どう向き合うか」

(14:00～東洋大学・白山キャンパス)

4月4日(土)◇公害弁連シンポ

「今あらためて公共事業を問い直す-

諫早干拓とリニア新幹線」

(13:30～プラザエフ8F)

発 行 : 公害・地球環境問題懇談会

(公害・地球懇／JNEP)

連絡先 : 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-1-3

サニーシティ新宿御苑10F

TEL  03-3352-3663  

FAX  03-3352-9476

郵便振替 : 00140-1-80892

URL : http://www.jnep.jp/
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ネモやんの福島便り

第41回：｢若者の“だいじょうぶ”、は大丈夫？」

「生業（なりわい）・福島原発訴訟」原告 根本 仁

２０２０年は子年（ねどし）ですが、日本の政治の歴史では「政変の年」として知られています。戦後６回

あった子年のうち実に５回、政権交代が起きているからです。ついに「嘘と誤魔化しと出鱈目」のアベ政

権も終わるか？の期待が膨らみますが、＜捕らぬ狸の皮算用＞とならぬよう、謙虚に己の足元を確と見

つめ直し、子年の年男としてこの一年を送りたいと考えています。

そこで年頭に当たり、私なりに３つの課題を提起したいと思います。まず第１は、地球温暖化・気候変動

への真剣な取り組み。昨秋の台風１９号の洪水、冠水さらには、冬になっても雪国・奥会津に雪のない光景

には恐ろしさを感じます。第２に東電福島第一原発の動きです。あの過酷事故から丸９年が経とうとして

いる今年は、廃炉への本格的な作業が開始されます。当然これまで以上の作業トラブル、新たな放射能

放出、東電の隠ぺい・誤魔化し・居直りがさらにひどくなるのは目に見えています。絶えず監視の目を怠

らないこと。

そして第３は日本人、中でも若者たちの多くが今や日常語として口にする【だいじょうぶです】の言葉。

だいじょうぶ＝「大丈夫」の本来の意味は『しっかりしているさま。ごく堅固なさま。危なげのないさま。

（広辞苑）』ですが、若者たちの【だいじょうぶ】には＜結構です。要りません。＞という様々な拒否の場面

でしばしば用いられます。例えば福島駅前の交差点でビラを配る時に、ほとんどの若者は顔を背けて遠

くを歩き過ぎ、近くを通った際にビラを出せば【だいじょうぶです】。この【だいじょうぶ】に込められた意

味合いを私は今日的に考えざるを得ません。まず、「要りません。結構です」という明確な意思表示をし

ないで、出来るだけ角が立たないように言い抜ける、という狡さがこの言葉には透けて見えます。それ

は同時に、何事にたいしても「当事者」として向き合うことから逃避する姿勢としての悲しさです。

新春に福島市内で開かれた（俳）句会で７０代後半の女性が詠んだ句は「着ぶくれて 通勤車中 皆

スマホ」。福島でも電車やバスの中では老いも若きも皆一斉に薄型の小箱の小さな画面に見入っていま

す。車中の人間の顔を見ることなく、同じような情報や個人的な情報を眺めつつ、親指・人差し指・中指

を駆使して打ちまくっている人人人の群れ。

寒い冬も暑い夏も、おっちゃん・おばちゃんたちがビラを配り、プラカードを掲げるのは、長い人生を生

きる若者たちの未来が【だいじょうぶではない！】と危惧するからです。

福島駅前交差点「NHK会長問題」ビラ配り 福島駅前プラカード作戦


